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地域とともに
輝け加古川みらい基金のあゆみ
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「輝け加古川みらい基金」
は兵庫県加古川市に住む子どもや
若者が健やかに育ち成長すること
そして女性も男性も平等に暮らし
役割を担い合う社会（男女共同参
画の社会）を創ることを願いその
支援や環境づくりに取り組む市民

計 57 団体に
8,118,000 円の助成金を支給

輝け加古川こども基金

輝け加古川みらい基金

計 50 団体に
9,901,730 円の助成金を支給

2019～2021 年度（第 4期～6期）

2016～2018 年度（第 1期～3期） 

「輝け加古川みらい基金」のご紹介

何よりも

「地域ベース」
で

「実情にあった支援」
であることを重視し、
助成の仕組みについて
工夫を重ねました。

こ
ん

な基
金です！「輝け加古川みらい基金」の特

徴

・団体の実態に合わせた大小２つのコース
・地域での広報・説明会・個別相談・申請受け付け
・地域の実情をよく知った選考委員

活動を応援することを目的として
加古川にお住まいの個人の方の篤
志によって、（公財）ひょうごコミュ
ニティ財団に設立された基金です。
具体的には、加古川で活動する市
民活動団体への資金助成を 6 年間
にわたり行ってきました。このた

の
ご
紹
介

（改称；対象分野を「男女共同参画」にも拡大）
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「輝け加古川みらい基金」のご紹介
助成団体 座談会
　座談会 1 （ささゆり会、こどものための音楽塾、みんなのお茶の間ゆるり家） 3 p
　座談会 2 （ひょうごヨーヨー Otedama の会 、親子サークル UME 、人形劇オトノハ） 4 p
加古川市の 52 団体をご支援しました
助成団体、ご訪問
　日本ボーイスカウト加古川第 5 団 
　子育てサポート☆きらり ing
　One Heart
寄付者、神川都さんのご紹介
プログラムを終えて
基金の成り立ちと歴史
　①「輝け加古川こども基金」設立まで（2015 年）
　②「輝け加古川こども基金」助成と活動発表交流会 （2015～2018 年）
　③第 2 ステージへの展開、「輝け加古川みらい基金」 （2018～2020 年）
　④コロナ禍への対応と事業、助成事業終了まで（2020～2022 年）
選考の方法と選考委員のご紹介
加古川みらい基金・アンケート調査のご報告
全助成内容一覧

び基金の終了にあたり、（特活）シミ
ンズシーズのご協力をいただきな
がら行ってきた活動の記録をまと
めました。たくさんの皆さまにご
覧いただければ幸いです。



「輝け加古川みらい基金」のご紹介
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▲東播磨生活創造センター「かこむ」

episode2

　

プログラムの設計
～ヒアリングを重ねて～

「発展」した団体も複数あり、それはま
さに私たちが期待していたことでした。
　２つのコースによる資金助成がメイン
ですが、毎年「中間発表＆交流会」を開
催し団体間の交流促進を図ったほか、第
4期（2019 年度）には「伴走支援」も実
施し（発展コース）、事業実施だけでなく
団体の運営や組織基盤そのものの強化に
ついて、支援者が１年間「伴走」してご
相談に乗りました。

選考委員
～地域の実情に明るい方×支援の専門性～
　選考委員に素晴らしい方を得たことも
この基金のとても大切なポイントです。
選考委員はまず地域事情に明るいことを
第一の条件として、加えて各分野の専門
性や、市民活動支援の経験・専門性をお
持ちの方々になっていただきました。

10万円上限 100万円～
50 万円上限

発展コース基本コース

episode1

増額の助成決定
まだ助成金申請に慣れていない団体から、数万円という少額での申請がありました。その審査を行う議論の中で、「それで
は予定している事業の資金は足りないのではないですか」と選考委員会側が 1 万円を申請額に追加した場面がありました。
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助成金で
モチベーション向上
はじめて助成金の申請をした団体は、コロナ禍
活動がぶつかり、計画が何度も変更になってし
まいましたが、事業を粘り強く進め予定をやり
遂げることができました。「貴重な助成金をいた
だいたことがモチベーションになりました」と
お話しされていました。

これによって、申請書に書かれているこ
とだけでなく、「紙の向こう側にある現
実・リアリティに即した選考」に少しで
も近づけたのではないかと考えています。

（17P 参照）

▲中間発表・交流会の写真

　寄付者とのご相談で当初の分野（テー
マ）は子ども・若者と決まったものの、
助成金の仕組みを作るには、金額（１件
あたり上限額）、分野の中でさらにどんな
活動・団体を重視するか（基金の趣旨と
選考基準）、選考方法、助成以外の支援の
有無などを決めないといけません。神戸
の事務所で考えていても仕方ありません
から、後述の（特活）シミンズシーズの
協力も得て、地域で活動されている団体
をいくつか訪問し、実情や支援ニーズな
どを伺うことを重ねて、助成プログラム
を設計しました。その結果、団体の状況
や事業規模などに応じて、大小２つの申
請コースを設けることになりました。
　基本コースから発展コースへ文字通り

地
元
の
中
間
支
援
組
織
と
の

協
働
で
つ
く
っ
た

地
域
限
定
の
手
作
り
基
金



助成団体 座談会
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助成先の団体をお迎えして 2 回の
座談会を行いました。 皆さまのお話からも、 
加古川市の市民活動の大切さと、
活動への熱意が伝わってきました。

 

（特活）ささゆり会 　理事：田村有希子さん

（一社）こどものための音楽塾 ：福田恭子さん

みんなのお茶の間ゆるり家　代表 ：濱田理恵さん

参加

座談会1 

2022 年 10 月 11 日

東播磨生活創造センター

「かこむ」創作工房 A 室

助成金はこんな活動に使いました
田村さん）
ささゆり会は、人工呼吸器を付けた子どもたちの親の会として

発足しました。外に出て団体活動をしたくてもそのお金がない

なか、 3 ・ 4 ・ 5 期で助成を頂きました。特に思い出に残ってい

るのは、子どもたちが気球に乗る体験をしたことです。呼吸器

付き・介助者付き・吸引機作動など 4 人がかりで、数か月前か

ら段ボールのバスケットで模擬練習をして、ようやく実施する

ことができました。

福田さん）
こどものための音楽塾は、「 0 歳から聴けるクラシックコンサー

ト」の提供と「若手演奏家の活動支援」を目的に 、 コンサートや

音楽イベントを行っています。小さな子どもを連れて遠方での

コンサートに出かけることは大変です。 5 期と 6 期の助成で加

古川市の中でボランティアの演奏会を行って、子どもに本物の

演奏を体験してもらう事ができたと同時に、地元の若手演奏家

にとってもよい機会となりました。舞台に子ども達もあがり、若

手演奏家と一緒にコンサートを楽しむことができ、良かったです。

濱田さん）
みんなのお茶の間ゆるり家は、稲美町の家を借りて子育て地域

活動をしている団体です。 5 期で算数のワークショップをする

ための助成を頂いたのですが、講師が高齢であるためコロナ対

策が難しく実施が大変でした。その中で、事業を延期してオン

ライン講座に代えさせて頂くことができました。助成金がなけ

れば、オンライン講座はできなかったと思います。

こんな成果がありました
田村さん）
気持ちを外に出すことが少ない全介助が必要な子たちですが、

「したい」というときの表情が変わるようになり、ゆたかな気

持ちにさせてもらいました。それまではあきらめることが多く

ありましたが、父母も喜んでいるのを見て、自分の気持ちを表

に出してもいいと思えるようになったようです。お母さんが

「 『 生きていてよかった 』 と言ってるよ」 と言ってくれたこと

が、いちばんの成果でしたね。これからも地域社会の中で活動

を続けていきます。

濱田さん）
仕事をしながらのボランティア活動という制約があるなかで、

本当に困っている人に活動を届けられているのだろうかという

懸念はあります。それでも、子どもたちの居場所としての駄菓

子屋や中高生が自由に集える自習室など、 拠点がないとできな

い事業を長く続けていきたいと考えています。

福田さん）
入場料だけで利益を出すことが難しい音楽活動ですから、支援

者を見つけファンを増やしていく必要があると考えています。

ネットワークの窓口があれば、もっと多くの方に音楽を届ける

ことができると思うので、これからも地域の皆さんとつながっ

ていきたいですね。
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ひょうごヨーヨー Otedama の会 ：廣内一政さん

親子サークル　UME 副代表 ：梅田千明さん

人形劇オトノハ　代表：笠井 伊津子さん

参加

座談会2 

2022 年 10 月 18 日

加古川まちづくり舎

 「 かわのまちリビング 2 階 」

助成団体 座談会

笠井）
「人形劇オトノハ」は 2 期と 3 期で助成を頂き、人形劇の舞台

や暗幕の購入、新しい作品のための費用、練習場所の確保など

に活用し、活動の基盤を作ることができました。ただ、コロナ

禍があって活動が止まってしまいました。高齢者施設での公演

が難しくなり、保育園や幼稚園での突然の企画中止などが相次

ぐなか、ようやく最近になって地域包括のいきいきサロンなど

からも公演の要請が来るようになり、活動が再開し始めている

ところです。

この基金が、信頼や一体感につながりました
廣内）
団体を立ち上げた時期に助成を頂いたことが地域での信頼につ

ながったようで、 加古川市の社協に登録をしたところ、 公民館

で年に 4、5 回行事の計画に入るなどの展開があり、念願だっ

た定期開催ができるようになりました。 今後も少額でも財団か

ら助成金を頂くことができれば、それが各団体の地域での信頼

につながると考えているため、 引き続き何らかのご支援がある

と良いと思いました。

笠井）
コロナの影響が長く続いたことでメンバーの生活スタイルが変

わってしまうなか、頂いた助成金で団体の基盤をつくってきた

ことが、活動が十分に実施できない状況下でもメンバーの気持

ちをつなげることができた一因だと思っています。

横のつながりをつくれたら
梅田）
今後、この助成金のお世話になった団体が一緒になった企画を、
加古川市の中で開催してみても良いのではないかと思いました。
例えばこの 3 組でも、「ヨーヨーお手玉」 、 「人形劇」 、 「カルト
ナージュ （工作）」など多様です。 「かこむ」 の皆さんと 、横の
つながりを使った企画ができたら良いかもしれませんね。この
ようなつながりを創った助成金の資金をご提供くださった方に、
ぜひお礼を言いたいと思っています。

助成金はこんな活動に使いました
廣内さん）
「ひょうごヨーヨー Otedama の会」の立ち上げ時に助成を頂き

ヨーヨーお手玉を200セット製作しました。コロナの時期と重

なったこともあり、当初予定していた学校や教育委員会での活

用は上手くいかなかったのですが、残った分を販売して活動資

金に変えることもできました。 その後に加古川市と相談したと

ころ、子どもへの普及につながる関係ができ、不登校の子ども

の回復にも使って頂いています。

梅田さん）
「親子サークル UME」は、3 期から 6 期まで 4 回の助成を頂き

ました。助成では、活動のひとつである畑作業用の大きなテン

トの購入や野菜の苗の購入や、子どもにとっては少し本格的な

カルトナージュ （工作）の材料の購入、それらを使った子どもと

一緒での製作などを行いました。 畑で使うテントを購入したこ

とで、子どもがまだ小さな親も気軽に畑仕事に参加できるよう

になりましたし、他のサークルの方とのつながりを広げること

もできました。



加古川市の  をご支援しました

▲人形フェスティバル HEART BEAT STYLE ▲健康講座 二樹会

加古川市の 52団体をご支援しました
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分野 回数団体名 助成した主な事業の概要
オハナシノクニ

（一社）こどものための音楽塾

（一社）加古川音楽療法研究会（音の宝石箱） 

オトノハ

加古川シティオペラ・ジュニア『チェルキオ』

加古川おやこ劇場

高砂ぺんぎん舎

即劇遊団あドり部

Heart Beat Style

はりま CAP リバ

ハルモニアルク

TOSS 花みずき

みんなのお茶の間 ゆるり家

わわわの会

加古川てらこや

市民をつなぐネットワークを考える会「う・ふ・ふ」

二樹会

あそびとクラフトの広場

加古川マジックアカデミー（旧・加古川こどもマジック育成会）

加古川西マジッククラブ

加古川野口マジッククラブ

東はりま囲碁クラブ

チャレンジ・ナビ

ひょうご ヨーヨー Otedama の会

こども工房

かこがわ人形劇フェスティバル

0 歳から聴けるクラシックコンサート

音楽療法コンサートの実施 

楽器の音が響く人形劇など

加古川シティオペラ・ジュニアの開催

子どもを対象としたコンサートや演劇の実施

ピアノの解体、お琴の体験などの企画

アドリブ劇（インプロ）ワークショップ

子どもたちを育む食 × ことば × 音楽

「子どもの自尊心の育て方」思春期編

サービスラーニングによるいのちの学び事業

コミュニティ脳トレ士ジュニア教室

遊んで学ぶ算数ワークショップ

親子で話そう♪『いのちの話』

地域の歴史や文化を大切にした教育事業

「楽つみ木」を使った、子どもの健全育成

「暮らし力」向上のためのオープン講座の実施

木のおもちゃなど体験・学びの広場

手品を通した、子どもの創造性育成

手品を通して子どもに知的好奇心を持たせる企画

手品を通して文化・芸術の振興を図る

かこむ囲碁教室

モノづくりと遊び体験

ヨーヨーお手玉の普及を図る

子どものモノ作り体験学習

２

２

５

２

２

３

３

１

１

２

１

１

１

１

１

１

２

２

６

２

３

１

３

１

１
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分野

回数

団体名 助成した主な事業の概要
( 特活 ) 子育てサポート☆きらり ing

「寿願寺・寺子屋」事業協力会

ぱたぱた Flap 

( 特活 ) 高砂キッズ・スペース

親子サークル UME

とどけ！加古川ネット

( 特活 ) OneHeart

コミュニティ食堂 よっといで～

まちフェス事業部

志方 Lovers

まちの寺子屋ベイ

東播磨ネイチャークラブ

( 特活 ) 兵庫県バスケットボール・コーチ会

リバージェッツ

加古川少年団ソフトボール

( 特活 ) ささゆり会

( 特活 ) 知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会

( 特活 ) 日本アニマルセラピー普及協議会

( 特活 ) わかば福祉会

じょいふる会

加古川マダン開催実行委員会

日本中国友好協会加古川支部

ボランティアグループ “なの花”

印象工作室

きらきら協会

ボーイスカウト加古川第 5 団

加古川市少年団指導者協議会

潜在保育士と現場をつなぐ「架け橋」活動

寿願寺での寺子屋を通した、心豊かな子どもの育成

子ども × 親 × 若者＝みんなに優しい子育てのカタチ 

イベント、こどものまち加古川 2016 開催

地域での子育て応援企画（農作業、工作）の実施

農作業、ゴミ拾い、企画参加などを通じた地域育成

わんはーと 子ども食堂

コミュニティ食堂の実施

きらママキッズ 子ども食堂

行常しあわせの森フェスの開催

ふるさと加古川の魅力を自ら体験・体感

自然体験プログラムを通した子どもの育成

加古川バスケットボールお手軽練習会

男子ミニバスケットボールチームの活動

地域ソフトボール・クラブの活動継続

重度障害児者の社会参加支援

障がいを持つ人たちのための演劇活動

加古川市立加古川養護学校でのアニマルセラピー

グループホーム「森の家」の開設

DCD（発達性協調運動障害）の支援

在日外国人や異文化への理解を深める交流会

日中文化交流「書」と中国児童「絵画」の展示交流

各世代の子どもとご家族に、昔のことを語りつぐ

中国文化との交流と、加古川の再発見

着物の収集による、リサイクル活動

ボーイスカウト活動の実施

子ども活動を支援するジュニア・リーダー育成

３

２

１

１

４

１

４

２

１

２

２

３

１

１

１

４

５

３

１

３

２

１

１

２

１

４

１

06
▲ツリーイング　志方 Lovers ▲ツリーイング　志方 Lovers ▲イベント上演　知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会

「輝け加古川みらい基金」
 （「当初 3 年間は「輝け加古川こども基金」）は、6 年間にわたって助成事業を行い、
加古川市で活動する 52 団体に、累計で 107 回のご支援を行うことができました 。

加古川市の 52団体をご支援しました

子ども /
コミュニティ
食堂

リサイクル

若者育成

回数
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田村範夫さん、木下昌則さん
（副団委員長）コメント

新たな取り組みや今後について
助成金を頂いて野営場の整備を行って

いた 2020 年度は 、 コロナ禍で活動自

粛を余儀なくされたため、年間を通じ

てほとんど活動ができなくなっていま

した。 その頃は団としての存続が危ぶ

まれることもありましたが、 現在はよ

うやく持ち直してきました。助成期間

には、 新たなツールとしてWEB等を

 〈 訪問場所：新野営場 〉

日本ボーイスカウト加古川第 5 団

利用した活動を加えたり、保護者とス

カウト及びスカウト年代の子どもたち

を呼び込むための野外活動体験会を開

催することもできました。少子化で次

の世代をどうするかという問題は、や

はりあります。子どもの多くは高校生

や大学生になると一度いなくなってし

まうのですが、私（田村さん）のよう

に大人になって戻ってくる人もいます。

それはやはり、 「恩返し」という気持ち

です。 これまで団員集めは「点」でし

たが、 これからは自治会、行政、親子

などと一緒に「面」として展開してい

きたいと考えています。

活動の様子をお聞きするために、 日本
ボーイスカウト加古川第 5 団の新たな
活動場所となった日岡山公園にある野
営場へうかがいました。 1 期 （基本コー
ス）、3 期～ 5 期（発展コース）に行った
助成は、 この新野営場の整備などに活
用されました。 コロナ禍と新野営場の

整備が重なり、途方に暮れたこともあ
ったそうですが、現在は状況が回復し、
ようやくイベントを打てる状況が整っ
てきたとのことでした。今後は、親子
連れでのクラフト・ものづくり体験な
ども充実させていきたいとお話しされ
ていました。

活動の様子

助成を受けて
これまで使用できていた団の活動拠点である野営場を返還することにな

り、新たな拠点づくりが急がれる時期にこの助成金を頂きました。 新し

い活動拠点として 、 日岡山公園の付近を活用できることになりました。

寺田池にあった前の拠点に比べると半分の大きさ（1500 ㎡）ですが、

住宅地に隣接していることで、ある意味では宣伝効果も期待できます。

新たな野営場の整備には、コンテナや倉庫の購入、林の整備・整地、切

り株の重機による撤去などの費用がかかります。そのための資金につい

て財団からの助成が本当に大きかったですね 。 それでも不足する分は、

一部の篤志家のご寄付やコツコツと集めた会費でまかないました。

加
古
川
み
ら
い
基
金
の
活
動
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
3
つ
の
助
成
団
体
の
活
動

現
場
へ
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 
3
団
体
と
も
に
、 

助
成
金
を
活
用
し
た
活
動

が
そ
の
後
の
団
体
の
発
展
に
大
き
く
つ
な
が
り
、
支
援
の
成
果
が
地
域
社
会
の
中

で
い
ま
で
も
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
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助成団体、ご訪問

下村千登勢さん
（理事長） コメント

 〈 訪問場所：かこてらす 東加古川子育てプラザ 〉

（特活）子育てサポート ☆ きらり ing

新たな取り組みや今後について
加古川市の人口は約 26 万人、年に約 1800 人の赤ちゃんが誕生しています。 その中で、これからは産

後の母親の支援が不可欠と考え 2022 年 4 月から「産後の母親ケア」を開始しました。それによって、

切れ目のない支援をしていきたいと考えています。また、コロナ禍で子育てプラザに行くのをためらっ

たり、交通手段がなく子育てプラザを利用できなかったりする保護者がいると考えられますので、ス

タッフが地域へ出向いて親子あそびや子育て相談、保護者の交流の場を提供する「おでかけ子育てプ

ラザ」を自主事業として始め ました。私たちは、親の気持ちに寄り添えるために何ができるかを常に

考えています。その点で、私たちの団体と地域や企業、学校、そして行政とのつながりが強みになっ

ていると思います。コロナ禍の時期は休館を余儀なくされ、身動きが取れませんでした。あの時は本

当につらかったですね。私も子育て中に、子育てプラザとの関わりの中で本当に助けてもらいました。 

頂いたものを、今後もしっかりつないでいきたいと思っています。

助
成
を
受
け
て

こ
の
助
成
金
が
明
ら
か
に
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ

て
、
私
た
ち
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
長
年
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
託
児
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
託
児
サ
ー
ビ

ス
は
週
５
日
実
施
し
、
毎
回
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
出
る
ほ
ど
需
要
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に

子
ど
も
を
預
け
る
場
が
あ
る
と
、
子
育
て
中

の
親
に
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
か
わ
い
さ
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
育
士
不
足
が
社
会

問
題
と
な
る
中
、
潜
在
保
育
士
就
業
支
援
講

座
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
講
座

の
受
講
生
は
、
半
数
以
上
が
保
育
園
や
子
ど

も
園
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
通
信
教
育
や
資
格
試
験
を
受
験
し
て
資

格
を
得
た
保
育
士
に
私
た
ち
の
事
業
で
実
習

し
て
頂
く
こ
と
で
、
経
験
を
積
む
場
を
ご
提

供
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

活動の様子
どを行っています。潜在保育士とは、
保育士の資格を持ちながら関係する仕
事に就いていない方を指しています。
1 期～ 3 期までの助成金 （発展コース）
では、「6 か月～就学前までの託児サ
ービス事業」、「潜在保育士のための就
業支援講座」を行いました。この講座

を受講することで託児サービスのスタ
ッフとして自信を付け、保育士に就職
できた方も出てきました。潜在保育士
就業支援事業 ・託児サービスは、助成
期間が終わった後は加古川市が引き続
き委託支援をしてくださっているとの
ことでした。

訪問した「かこてらす」は、2022 年 
4 月にオープンした東加古川公民館と
東加古川子育てプラザによる複合施設
の愛称です。 子育てサポート☆きらり
ing は、 加古川市の委託を受け、「子育
てプラザの運営事業」、「託児サービス
事業」、「潜在保育士就業支援事業」な
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 〈 訪問場所：One Heart 事務所 〉

（特活）One Heart

藤田のりゑさん
（代表）コメント

法
人
全
国
子
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
）
や

加
古
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し

て
い
ま
す
。 

と
に
か
く
、
お
米
は
ほ
と
ん
ど

買
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
方
の
生
活
は
大
変
で
す
の
で
、
月 

1
〜
２
回
は
来
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。 

ず
っ
と
通
う
方
は 

4
組
ほ
ど
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
は
入
れ
替
わ
っ
て
口
コ
ミ
や
紹
介

で
食
堂
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
み
ん

な
と
食
べ
る
効
果
は
絶
大
で
す
。
そ
こ
で
は
、

子
ど
も
さ
ん
に
「
残
し
て
い
い
よ
。
で
も
ご

馳
走
様
は
言
お
う
ね
」と
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

活動の様子
いるとのことでした。その他に、不登
校の子６、７名を対象にした居場所づ
くりを始めたり、子ども食堂の利用家
族には重度障害の方もいらっしゃるな
ど、一歩ずつですが貴重な活動は着実
に広がっていました 。

OneHeart へのご訪問時は、ちょうど
子ども食堂のお弁当準備の只中でした。
1期（基本コース）、２・３・４期（発展コー
ス、４期は発展コース＋伴走支援付き）
まで4回行った助成で、まさにいま使っ
ている炊飯器、調理器具、コンロ、冷
蔵庫、冷凍庫などを購入されたとのこ
とでした。機材の購入は、ただ食事を

つくることに役立っただけはなく、そ
れが追い風となって「コロナで大変な
状況だったときも、メンバーに続けて
いこうという気持ちが途絶えることは
なかった」とのことでした。現在は、
子ども食堂を月に 3 回、40 食から多
い時は 75 食をつくるとともに、シン
グルマザーの方への食材配布も行って

助
成
を
受
け
て

子
ど
も
食
堂
は
7 

年
目
に
入
り
ま
す
。 

最
初

は
物
や
機
材
が
何
も
無
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、

食
事
を
用
意
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
器

が
購
入
で
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

い
た
だ
い
た
助
成
金
は
食
材
に
は
使
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
で

知
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
、
野
菜
の
提
供

な
ど
食
材
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
立
農
業
高
校

や
㈱
住
友
ゴ
ム
加
古
川
工
場
様
な
ど
の
企
業

か
ら
も
食
材
や
そ
の
他
多
く
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
む
す
び
え
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

「発展コース＋伴走支援付き」
助成について
“NＰＯの基盤強化”という初めての目

標を立て、 伴走していただいたことに

よって、メンバーが真摯に学ぶことが

でき、それぞれの違いを超えて「子ど

もたちの為に必要な活動である」と思

いを新たにしました。コロナ禍がおこ

るまでは、年齢を超えてみんなが仲良

く過ごし、お母さんたちにもゆっくり

と相手をすることが出来てボランティ

アのモチベーションも高かったですね。

対面が難しくなってお弁当配布に切り

替えることで、交流の機会は激減しま

したが一方で利用希望者も増え、個人

的にも相談事など受けて解決に役立つ

こともできました。たとえどういうか

かわり方であろうとも、子ども食堂が

必要とされる間は守っていきたいと思

います。助成を頂いたことは背中を押

してもらったように感じます。申請書

を作成するときは、何が必要か、何を

すべきか反芻することが出来ました。

報告書を作成するときは自分たちの方

向性や努力、工夫が足りていたか大い

に反省する機会ともなりました。申請

書類づくりなどはとても手がかかりま

すが、計画変更などのときに書類面で

もサポートいただいたのは本当に有難

かったですね。
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寄付者・神川都さんのご紹介

神川さんへのインタビュー
（ 2020 年 1 月 16 日に行ったものです）

寄付者 
神川都さんのご紹介

なぜ、
基金を設立しようとお考えになったのですか？
主人も亡くなって何か地域社会で役に立つこと
をしたいと思ったときに、長く加古川に住んで
いるのだから、ここで何かできないだろうかと
考えたことが基金をつくるきっかけでした。シ
ミンズシーズ代表理事の田中茂さんがいろいろ
なアドバイスをしてくださり、こじんまりして
いても良い活動にしようと思って、まず「加古
川の子ども」というテーマを選びました。

この基金について、どのようにお考えですか？
とても一生懸命に審査をして団体を選んでくだ
さっているので、それが実際にどんな成果につ
ながっているんだろうかということは、やはり
気になりますね。私の行く美容院に、加古川の
子ども食堂のチラシが置いてあったんですね。
それを見て、この活動に基金を活用して頂いて
いるのかなと思いました。

その活動を行う「One Heart 」という団体は、
この基金をきっかけに子ども食堂をはじめまし
た。さらに加古川で一か所では足りないと、他
の地域に立ち上げを呼びかけて、ネットワーク
も作っておられます。
それはすごいですね。少しでも子どもさんが
うまくいってくれれば、それが一番です。お金を
無駄使いするよりも何かのお役に立てばと思って
資金をご提供させて頂いたことが最初なので、
その資金で何かが育ってくれたらいいと思いま
す。「育てていく」ことは、とても難しいですね。
ちょっと何かをするだけでは済まないですからね。

最初に、「手間をかけるなら間接コストにも費用
を使うのはあたりまえ」と言ってくださいました
見えない部分が大切ですから、間接コストにお
金がかかることは当然だと思っています。何で
も表面だけではいかないでしょう、それが難し
いですね。基金がこれまでお話し頂いたような
手間をかけることで、皆が良くなってくれるの
だったら、それが一番いいことですよね。

「輝け加古川みらい基金」は、加古川市
に本社のある株式会社神川工務店の代
表取締役、神川都さんのご寄付によっ
て設立と運営をすることができました。
最初は、当時の財団理事であり、（特活）
シミンズシーズ代表理事でもある田中
茂さんからご紹介があり、当財団や基
金のご説明などさせて頂きました。神
川さんは、加古川市への強い想いをお
持ちで、地域の範囲を東播磨エリア
（明石市、加古川市、高砂市、稲美町、 
播磨町 ）に広げることもできるという
ご提案に対しても、加古川市限定のご
支援を望んでいらっしゃいました。
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ひょうごコミュニティ財団

　地域にとって何が必要か、これから何が必要にな

るかをわかっていくためにも、 地域に精通した人々

や団体との連携がいかに重要かが、体現された基金

ではなかったかと思います。今後の基金の運営に大

きな示唆を得た基金と思います。

　当基金終了後、より良い活動を続けていかれるた

めにも、日常的な相談の場や団体同士の交流が不可

欠ではないかと思います。シミンズシーズさんがそ

の手助けを続けておられることと思いますが、財団

も精一杯のご支援を続けていきたいと思います。

シミンズシーズ

　助成団体のなかには、運営メンバーが交代し活動

を継続している団体、活動が終了している団体、別

の活動を始めている人、直近の助成では新たに立ち

上げた活動、など６年の間でもさまざまな変化がみ

られます。

　形を変えながらも地域や時代に合った活動を続け

ていくために、地域での意見交換や情報交換の場が

必要だと思います。場づくりを通して、ひとつひと

つの活動意義を認め合い、協力して、地域全体がよ

くなっていくお手伝いをしていきたいと思います。

Q. 今後についてのメッセージ

2つの基金の 6 年間の活動は、基金の運営を行った「 （公財） ひょうごコミュニティ財団」と地域社会との接点となった「 （特活）シミンズシーズ」が
両輪となったことで、価値のある助成プログラムとなったのではないかと考えています。 そこで、 2 つの異なった視点からこの活動をまとめてみました。

　
シミンズシーズ

　私たちは、東播磨生活創造センター「かこむ」の

窓口を通して、ふだんから多くの助成団体と接して

きました。助成を受けた団体は、名刺に助成団体で

あることを明記していたり、「かこむ」を会場に施

設予約をする際に「みらい基金で助成を受けている

活動なんだ」と添えられたり、といつもより自信を

持って想いや経緯をお話しされる姿が印象に残って

います。自分たちの活動を「認められている」「応

援してもらっている」と感じられたことが活動を支

えるモチベーションになったと思います。

ひょうごコミュニティ財団

　この 6 年間、基金の募集の度に東播磨生活創造セ

ンター「かこむ」の会議室をお借りして、応募を検

討されている団体に向けて、シミンズシーズさんと

ともに説明会や個別相談会を実施してきました。主

に助成金申請書の書き方のご質問が多いのですが、

そのためにもまず団体の概要や活動について、一歩

踏み込んでお聞きしていきます。活動拠点のお話か

らは、地元の地理、地域の人となり、地域の状況な

どを深く感じることができます。

　活動内容からは申請される団体や個人が地域の課

題をどう受け止めて、どうしたいのかが、 説明され

る団体の人となりと重なって、とても立体的に、そ

して私ごとのように伝わってきます。 相談される団

体の方と一体感が感じられ、とても素敵で好きな時

間でした。このような機会を頂き、加古川の皆さん

に本当に感謝しています。

Q. 心に残ったエピソードを教えてください



ひょうごコミュニティ財団

　加古川の市民活動団体の皆さんとお知り合いにな

り、活動を知り、地域の様子や課題や歴史や人とな

りを知ることで、この地域独自の活動や他の地域で

も共通ではないかと思われる活動を目の当たりにし、

支援の必要性やあり方に大きな示唆を得ることがで

きたこと。選考委員の方々の存在も財団にとって大

きな価値になりました。基金の分野における専門家

の選考委員が語る納得の判断と、この地域の専門家

が語る目からうろこの判断で、より良い選考が生ま

れていったのではないかと思います。今後の選考の

在り方にも大きな影響を及ぼしたのではないかと思

います。

シミンズシーズ

　規模の小さな活動も対象になる、細やかで地域に

密着した助成だったと思います。とくに助成申請が

初めての団体にとっては、地域の拠点で相談ができ、

地域をよく知る委員による地域性に配慮した選考は、

申請書に収まりきらないところを汲み取ってもらい

ながら進められたと思います。

　また、選考会の質疑応答では、助成終了後の展望

や活動の継続性に重きが置かれていました。助成団

体にとっては、自分たちだけではなく、次の世代や

地域への影響にも目を向けて考えるきっかけになっ

たと思います。

Q. 6 年間の活動の価値を、どう捉えていますか

プログラムを終えて
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当基金に感じたこと

　「輝け加古川こども基金」「輝け

加古川みらい基金」は、公益財団法

人ひょうごコミュニティ財団にとっ

て最初の地域限定型の助成プログ

ラムでした。加古川市にお住まい

の神川都さんのご寄付と、地域

社会で信頼されている （特活）シ

ミンズシーズとの協働で、6 年間

という長い期間にわたって基金を

進めたことで、加古川市の市民活

動の発展に多少とも貢献できたの

ではないかと考えています。

　一方で、２０２０年 1 月からのコ

ロナ禍は、日本各地で行われてい

る豊かな社会活動を大きく停滞さ

せ、当基金でも第 4 期以降の活動

に多大な影響を及ぼしました。各

団体の活動は、地域社会での顔の

見える関係性の中で行う内容が多

かったため、助成期間の大幅な延

長や当初計画の変更をして頂くな

どの対応を財団側で行いましたが、

実際の活動には非常なご苦労があっ

たと思われます。２０２３年現在にも

影響が残っているコロナ禍の結果、

残念ながら現在は活動を終了した

団体もいくつか見られるなか、ほ

ぼすべての団体で、度重なる活動

休止や変更の中でも計画していた

事業を完了していただけました。

この加古川地域内の基金が、ほと

んど前例のない疫病による厳しい

時期を、市民団体、そして市民が

相互で助け合って乗り越える一助

になったのならば幸いです。加古

川の「こども」と「みらい」を自

らの手でより良くしていく市民活

動への助成ができたことは、財団

にとっても大変に価値のあること

でした。この 6 年間の活動が、引

き続き何らかの形で加古川市の

「みらい」につながっていくことを

願っています。



基金の成り立ちと歴史
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寄付者（神川都さん）へ訪問　株式会社神川工務店　代表取締役：神川都氏

寄付者へ「地域貢献に関するご提案」基本コンセプト、期間（3 年間）、地域など

加古川市内で活動されている 4 団体を実地調査訪問

寄付者と覚書を調印

名称を「輝け加古川子ども基金」に決定、助成対象を「子ども・若者分野」とする

計画書の確定

加古川市市長訪問、基金のご説明

基金設立のきっかけは、ご寄付を頂いた神川都さんへ（特
活）シミンズシーズの 田中茂・代表理事（当時当財団理事、 
BANBAN ネットワークス株式会社代表取締役）とともにお
伺いして、当財団や基金のご説明をさせて頂いたことでし
た。神川さんは、 ぜひ加古川市内の「子ども」を支援する
取り組みにしたいとのご意見でした。その後、基金として
「加古川市では、今どのような助成が必要なのか、有効なの
か」を探り、助成プログラムを組み立てるために、 加古川

（特活）シミンズシーズ のご紹介
兵庫県立東播磨生活創造センター「かこむ」 を指定管理者として運営しています。 市民 グループの活動支援、ボランティア機会の提供、交流の場つくりなどを
通じて、市民の皆さんのくらしがより楽しいものになるように 、 コミュニティづくりや市民の活動がより広がったり、活発になるようなお手伝いをしています。

◀シミンズシーズ (npo-seeds.jp)

▲「かこむ」でのグループ活動

07.01

07.17

08.09

08.11

09.10

09.10

09.25

市の子ども分野の支援団体現地査や他の助成金の調査を行
いました。その結果をもとに、対象となる事業や活動・団
体、助成金額・助成のコース、 活用できる経費、選考の基
準やスケジュールなどを決め、「輝け加古川こども基金」を
つくりました。 これらの 調査に当たっては、加古川市の市
民活動や団体に詳しいシミンズシーズの全面的なご協力を
頂きました。

輝け加古川こども基金支援対象と
2 つの助成プログラム

支 援 対 象：加古川地域において活動する非営利団体が行う
　　　　　   「子ども・次世代の健全な成長や自立の支援に
　　　　   　関係する事業」を支援の対象としました。

プログラム：10 万円が上限の「基本コース」、 100 万円が
　　　　　　上限の「発展コース」の 2 プログラム。

「輝け加古川こども基金」設立まで　2015 年

2015



2015

2016

2017

2018

10.08

11.09

01.20

10.13

10.29

01.23

04.19

10.27

11.10

02.10

11.03
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基金の成り立ちと歴史

「輝け加古川こども基金」助成と活動発表交流会　2015～2018 年

記者会見発表（加古川市政記者クラブ）

第 1 期助成、応募受付開始

選考委員会　基本コース 10 団体、発展コース 5 団体、総額 2,521,320 円を決定

第 2 期助成、応募受付開始

第 1 回「助成団体の活動発表交流会」　場所：東播磨生活創造センターかこむ、来賓：加古川市長

選考委員会　基本コース 10 団体、発展コース 6 団体、総額 3,587,410 円を決定

神戸新聞、記事掲載「輝け加古川こども基金」助成の 16 団体決まる

第 3 期助成、応募受付開始

第 2 回「助成団体の活動発表交流会」　場所：東播磨生活創造センターかこむ

選考委員会　基本コース 11 団体、発展コース 8 団体、総額 3,793,000 円を決定

第 3 回「助成団体の活動発表交流会」　場所：加古川まちづくりセンター・ホール

▲第 1 回中間活動発表交流会。

助成団体の活動発表交流会

2016 年 10 月 29 日に第 1 回「助成団体の活動発表交流会」
を東播磨創造センター「かこむ」で実施しました。

助成団体から 14 団体 22 名、選考委員の皆さん、シミンズ
シーズ及び当財団の関係者、そして来賓として加古川市・ 
岡田市長にご参加頂きました 。助成団体のパネルによる
発表を行い、その後はお茶菓子を囲んで和やかに皆さんと
の交流会を実施しました。

「輝け加古川こども基金」は、県下初の個人の篤志に基づ
く「子ども・若者」を対象とした本格的な市民活動支援の
基金として、2015 年 10 月に加古川市政記者クラブにお
いて記者会見を行い、翌日には基金設立の記事をマスコミ
各紙に掲載頂くことができました。同時期に、助成金募集
のチラシを加古川市内の子ども支援の団体、保育園などの
施設や市役所の子ども関係部署、施設に配布しています。
加古川市の多くの市民団体に新しい基金を知って頂くため、
応募説明会を東播磨生活創造センター「かこむ」で 3 回実
施し、 また個別相談を同じく「かこむ」会議室を使って複
数回実施しました。 その中には、 小規模で、 これ まで助成

金の申請などをしたことがなかった団体も多くあり、申請
書の書き方などのご相談も受けています。2016 年 1 月に
は多くの団体からのご応募を受けての選考委員会を行い、
第 1 回助成として 15 団体をご支援することができました。
助成後には、採択され助成金を受けて事業を実施している
団体を対象に 「助成団体による活動発表交流会」を実施し、
自団体の活動を発表するとともに、他団体の発表を聞くこ
とで事業進捗上の悩みや課題を共有し交流するなど、お互
いに助け合う場とすることができました。同じサイクルで
2018 年まで 3 回の助成を行っています。



2018

2019

2020

07.19

9 月

10.09

02.01

09.24

10.12

01.28

11.05

11.07

11.10

第 2 ステージへの展開、「輝け加古川みらい基金」　2018～2020 年

▲第 5 期助成応募説明会

輝け加古川みらい基金
支援対象と 2 つの助成プログラム

支   援   先：加古川地域において活動する非営利団体が行う、「子ども・次
　　　　      世代の健全な成長や自立の支援に関係する事業」と「男女共同
　　　　     参画社会の実現に資する事業」を支援の対象としました。

プログラム：10 万円を上限とした「基本コース」と、50 万円～ 70 万円を上
　　　　　　限とした「発展コース」の 2 つのコースとともに、団体の活動
　　　　　　に対する伴走支援や基盤強化への支援も行いました。

「輝け加古川こども基金」で第 1 ステージ 3 回の助成を行
い、加古川市の市民活動の発展に確かな手ごたえを感じる
なか、基金を運営する当財団と加古川市の状況を把握する
シミンズシーズでの議論を重ね、第 2 期ステージ助成プロ
グラムを寄付者の神川さんへご提案しました。そこでは、
3 年間継続した「こども・若者」のテーマに 、 加古川市で
はなかなか取り上げられることのなかった 「男女共同参画」
（女性も男性も平等に暮らし、役割を担う社会の実現） の
テーマを新たに追加し、2 つの分野を対象とすることとし

ました。さらに、「発展コース」では団体の運営や組織基
盤の強化 （人材育成、広報 強化、支援者会拡大、会計の
強化などなど）について、外部支援者が 1 年間団体に「伴
走」してご相談にのることも併せて申請できる ように変更
しました。神川さんも快くご了解くださり、 4 年目の 2018
年より名称も「こども」から「みらい」へ変更し、「輝け
加古川みらい基金」として、2018 年から 2020 年度まで
3 年間の 第 2 期がスタートしました。

基金の成り立ちと歴史
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寄付者へ、 「輝け加古川こども基金第 2 ステージ」のご提案

名称を「輝け加古川みらい基金」に変更、「男女共同参画社会の実現」をテーマに追加

第 4 期助成、応募受付開始

選考委員会　基本コース 11 団体、発展コース 6 団体、総額 2,728,000 円を決定

第 5 期助成、応募受付開始

第 4 回「助成団体の活動発表交流会」場所：東播磨生活創造センター「かこむ」

選考委員会　基本コース 17 団体、発展コース 5 団体、総額 3,000,000 円を決定

第 5 回「助成団体の活動発表交流会」1　場所：オンライン

第 5 回「助成団体の活動発表交流会」2　場所：東播磨生活創造センターかこむ

第 5 回「助成団体の活動発表交流会」3　場所：オンライン

第 2 ステージについて
輝け加古川みらい基金で新たに加えた「男女共同参画」や「伴走支援」は、地域や団体に大切な内容だと考えていますが、申請団体には少々分かりづらいとも思われた
ため、応募説明会での丁寧な説明を心掛けました。また 2019 年 10 月 12 日「助成団体の活動発表交流会」は台風接近のため急遽中止とし、パネル展示だけとなりました。



2020

2021

2022

06.18

09.02

11.25

02.04

06.14

09.09

12.04

3月末

コロナ禍への対応と助成事業終了まで　2020～2022 年

▲冬募集の中間報告交流会

ひょうご・みんなで支え合い基金への
資金協力

コロナ禍で活動が困難になったＮＰＯを支援するために立ち上げた
「ひょうご・みんなで支え合い基金 」へ、 「輝け加古川みらい基金」 
から 70 万円の資金援助を行うことを決定、加古川市内の下記団体
を支援しました。

輝け加古川みらい基金枠 からの支援先 5 団体
（特活）じょいふる会　（特活）One Heart　加古川ウォーキング協会　　
（一社） 加古川音楽療法研究会　ボーイスカウト加古川第 5 団

2020年からの新型コロナウイルス感染拡大は、ここ加古川で
も市民活動に大きな悪影響を与えました。そのため、ひょう
ごコミュニティ財団では、「ひょうご・みんなで支え合い基金」
を新設し、コロナ禍の緊急支援を行うことになりました。
　その中で行われる加古川地域の活動に対しては、「輝け加古
川みらい基金」の資金を活用して、「輝け加古川みらい基金」
とは別に支援しています。また、第４期（2019 年度）、第５
期（2020 年度）の助成先団体に対しては、申請時の計画内

容にかかわらず、計画や予算の変更には最大限柔軟に対応
すること、利用者や活動者の安全第一でお願いしたいこと
を繰り返しお伝えし、柔軟な対応を呼びかけました。当初
から最終年としていた 2020 年 11 月募集開始の第 6 期に
ついては、コロナの影響により活動の見通しが困難になって
いる団体が多く、通常通り募集開始する「冬募集」と、半年
後に募集する「夏募集」の 2 期に分けました。「夏募集」は
助成額上限 10 万円の基本コースのみの設定としました。

6 年間を通して
応募説明会や個別相談会は、現地でできるだけ数多く実施することを心がけてきました。法人格のない任意団体が多く、助成金申請書を書いたことのない団体も多かった
こともあります。助成金をより有効に使って、活発に活動を進め、支援力を高めていくために、助成金の使途の範囲もできるだけ広く設定しています。助成期間中での助成金
の費目や額の変更についてのご相談も行いました。特にコロナ禍の時期は、事業の中止や延期が相次ぎ、期間の延長などのご相談に乗るケースも少なくありませんでした。
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基金の成り立ちと歴史

新型コロナのまん延による事業の見直しを行う（第 6 期助成を冬夏の 2 回に分けて実施）

寄付者へ、 コロナ禍緊急支援プログラム「ひょうご・みんなで支え合い基金」のご協力相談

「ひょうご・みんなで支え合い基金」助成へ、 「輝け加古川みらい基金」より 70 万円を支援

第 6 期「冬」助成、応募受付開始

選考委員会　基本コース 8 団体、発展コース 5 団体、総額 1,975,000 円を決定

第 6 期「夏」助成、応募受付開始【基本コース】のみ募集

選考委員会　基本コース 5 団体、総額 415,000 円を決定

第 5 回「助成団体の活動発表交流会」 　場所：オンライン

第 6 期助成団体、助成事業終了



選考の方法と選考委員のご紹介
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加古川市の状況と市民活動に詳しい方々に、
団体選考をお願いしました

ご応募頂いた団体の選考にあたっては選考委員会
を新たに組織し、加古川市の状況と NPO や市民
活動に詳しい皆さまを選考委員として委嘱しま
した。

選考委員には、子育て・中間支援組織・生涯学習・
多文化共生など様々な専門性を持つ市民団体、各種
メディア、地域金融機関、地域のお寺、学識者など
多彩な分野の方々がご就任くださいました。

選考は、事前に団体から申請頂いた書類を選考委員
がそれぞれご覧になった上で、全員が集まっての
選考委員会の中で様々な議論を重ね、透明性と公正
さを持って行われました。

▲第 2期選考委員会

▲第 4期選考委員会

※各年の選考結果は選考委員長の
　総評とともにウェブサイトで公開しています。
　  https://hyogo.communityfund.jp/npo_no_minasama/kakogawa_mirai/▶

委員長 吉田　実盛さん 　鶴林寺真光院住職 

 石堂美紀代さん 　（特活）子育てサポート☆きらり ing 前理事長

 柏木　登起さん 　（特活）シミンズシーズ代表理事

 勝木　洋子さん 　神戸親和女子大学教授

 門野　隆弘さん 　神戸新聞東播支社長

 田畑　道昭さん  　神戸新聞東播支社長

 桑田純一郎さん 　但陽信用金庫理事長

 山崎　清治さん 　（特活）生涯学習サポート兵庫理事長

輝け加古川こども基金選考委員会 ※役職は当時

委員長 吉富志津代さん 　（特活）多言語センター FACIL 理事長

 井原　卓也さん 　BANBAN ネットワークス （株）取締役

 佐伯　亮太さん 　（一財）明石コミュニティ創造協会マネージャー

 勝木　洋子さん 　元姫路日ノ本短期大学学長

 竹内　茂雄さん 　（特活）高砂キッズ ・ スペース事務局長

 吉田　実盛さん  　鶴林寺真光院住職

輝け加古川みらい基金選考委員会 ※役職は当時

ひょうごコミュニティ財団にとって、「輝け加古川みらい基金」
は個人の寄付者によるはじめての冠基金であり、また一つの地
域に支援を限定した基金としても最初の試みでした。基金は財
団の 1 事業として理事会のもとに置かれ、加古川市で「シミン
の自律と自立を支援する」活動を続ける （特活）シミンズシーズ
の全面的なご協力を頂きながら、寄付者である神川さんとご相
談してつくりあげ、運営していきました。

当初は 3年間で終了する予定だった 「輝け加古川こども基金」が、
第 2 ステージである「輝け加古川みらい基金」へと発展し、途中
コロナ禍で社会的に大変な状況となりながらも、合計 6年間とい
う長い期間継続できたことは、これら多くの皆さまのご支援によ
るものです。

と のご紹介
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加古川みらい基金・アンケート調査報告

6 年間の助成プログラム終了にあたって、これまでの全助成
団体を対象にしたアンケート調査を 2022 年の夏に行いまし
た。2020 年におこったコロナ禍は、第 4 期から第 6 期まで
の 3 年間にわたる助成事業に大きく影響を与え、それまでに

地域内で行われた基金ならではの、複数回助成と高い回答率
「輝け加古川みらい基金」は、「基本コース」で合計 72 件、
「発展コース」で合計 35 件の助成を行いました。加古川とい
う地域内での活動を対象としたこともあり、複数回の助成を
受けた団体が多いことが基金の特徴のひとつとなっています。
団体ごとの助成回数は 1 回が 23 団体、2 回が 14 団体、3 回

2022 年夏現在の、全体的な活動状況とコロナ禍の影響
コロナ禍がようやく収まりつつあった時期のアンケート調
査ということもあり、7 団体から 2022 年夏の時点ではま
だ活動が滞っているという回答がありました。また 2 団体
が残念ながら活動を休止されています。その中で、14 団体
は日常的に継続した活動が行われ、11 団体は助成によって
活動が発展したとの回答を頂くことができました。「助成を
行った時点を 100% とすると、現在の状況は何 % ですか」
という質問に対しては、「活動ができていない（0%）」3 団
体、「活動が大きく減少した（1 ～ 39%）」4 団体、「活動
が減少した（40 ～ 70%）」8 団体、「活動が少し減少した

助成を行った多くの団体の通常のご活動も厳しい状況となっ
てしまいました。2022 年は、活動にコロナ禍の影響がまだ
多分に残っている状況でしたが、助成団体総数 52 団体のと
ころ、37 団体からご回答を頂くことができました。

助成回数と回答数
25

20

15

10

5

0

1 回 2 回

団体数 回答あり 回答なし

3 回 4 回 5 回 6 回

が 8団体、4回が 4団体、5回が 2団体、6回が 1団体でした。
56%の団体が複数回の助成を受け、そのうち 2回以上助成を
受けた団体のアンケート回答率は 90%（3回以上では 100%）
となっています。

（71 ～ 99%）」3 団体、「活動に変化はない（100%）」6 団
体、「活動が増加した（101 ～ 149%）」5 団体、「活動が
大きく増加した（150 ～ 200%）」8 団体となりました。
アンケートから多くの団体にとってコロナ禍が大きな危機
となったことが分かります。そのような状況のなかで、助
成金の活用方法の変更や助成期間の延長について、随時団
体とご相談を行いました。それについて、「活動内容の変
化にともなって助成金の使い方を変更して頂き、期間の延
長もして頂きました、助かりました」とのご感想を頂くこ
とができました。

加古川みらい基金・
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アンケート調査報告

「最も当てはまる」が一番多かった課題は「①人材（メンバー
やボランティア）の確保や育成」でした。全国で進む高齢化
の中で 2020 年からのコロナ禍がおこり、対面での活動が制
限されたことは、当基金が対象とした「地域内の様々な課題
を、多くの方がさまざまな手法で解決しようとする比較的小
さな市民団体」にとって、とても厳しい状況だったと考えら
れます。次に多かった課題は、「②活動資金の確保」でした。
この部分については、基金が終了した後にどのようなご支援

チャレンジ・ナビ　助成金で基本的な
道具をそろえる事で団体の基礎ができ
たので、その上で趣向をこらしたイベ
ントを行ったり、いろいろなイベント
の希望に沿った活動を行うことができ
ました。また、小学校や施設での認知

ぱたぱた Flap　助成金を活用して団体
のコンセプト・想いが伝わるパンフレッ
トを作成し、活動の輪を広げました。
作成時にコンセプトについて話しあう
機会ができたことで、メンバーの意識
が高めることもできましたし、パンフ
レットがきっかけとなってメンバーで

（特活）日本アニマルセラピー普及協
議会　アニマルセラピストには、愛犬と
ともに障がいを持つ子どもたちとの交
流を持つことで障がい児およびその養
育への理解を深め、子どもたちには、
実際に犬とふれあうことでぬくもりや

Q. 「助成でできたこと」や

　 「助成による変化」はいかがでしたか？

度が高まり、イベント参加の依頼が来
るようになりました。これからは分離
された各年代にジョイントの手を差し
伸べることでつながりを持ってもらい
たいので、その「ジョイント部分」に
なりたいと思っています。

ある若者が新しいメンバーや参加者を
誘いやすくなり、人の輪が広がってい
きました。人とのつながりが広まった
結果、参加者の増加、他団体との連携
し公園づくりと子育て支援を掛け合わ
せたイベントを開催できた事など、活
動に大きな力を添えてくれています。

優しさを体感して命の重さを学ぶ一助
となる活動ができました。助成金を活
用して、加古川養護学校を皮切りに様
々な場所へと活動の幅を広げることが
でき、当団体のアニマルセラピー活動
が充実したものとなりました。　

Q. 団体の考える現在の課題について教えてください ※複数回答

や協働ができるのか、引き続き考えていきたいと思っていま
す。「③コロナ対策など事業実施上の困難」では、「最も当て
はまる」が1件、「当てはまる」が 16 件となっています。このこ
とから、コロナ対策などによる事業実施上の困難は収まりつ
つあり、「多様な方々の手によってコロナ後の地域社会を再建
していく」ことが、 次のステップとして重要であるのではな
いかと考えられます。

助成時からの活動の変化

助成終了時と現在の活動量の変化

活動が発展した (11)

助成活動を継続 (14)

コロナ禍等で滞り (10)

活動できず

0% 1~39% 40~70% 71~99% 100% 100~149% 150~200%

活動が減少 現状維持 活動が増加

休止・解散 (2)

5%

30%

38%

27%

3 4

8

3

6 5

8
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アンケート調査報告

助成金に頼らず、協賛やチケット収入で団体の運営
ができる道筋ができかけていたところだったのです
が、コロナ禍でその動きが止まってしまいました。
感染症の収束と共に、 また継続して実績と信頼を積
み上げていきたいと考えています。

（基金での助成手法に対して）数万円の助成で社会に
変化が出るわけがないので、目的を絞って重点的に
助成したほうが良いと思います。また単年度ではな
く 2～3 年の継続助成が必要と思います 。
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その他のご意見 （自由筆記）

2021 年より不登校児の居場所を提供するようにな
りました。 活動をもっと知って頂くためには、やは
り学校との連携が必要だと思いますのでそのために
何とか連携の道を付けたいと思っています。

助成金を頂く中で、 いろんな情報を頂いて感謝し
ています。皆さんとても親切です。 兵庫県立東播
磨生活創造センター「かこむ」 で芸能発表会など
が開催されたら、参加したいと思います。

質問

①人材（メンバーやボランティア）の確保や育成

②活動資金の確保

③コロナ対策など事業実施上の困難

④広報（参加者集め・資金集めの難しさや、社会的認知の不足）

⑤行政・企業・他の団体などとの関係づくり（連携の不足）

⑥活動拠点の確保

⑦会計その他の団体の事務処理

◎ ○ 合計

Q.今後の展望について教えてください 
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※複数回答
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輝け加古川こども基金　（2016 ～ 2018 年度）

コース 団体名 / 事業名 助成金額

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

発展

第
１
期
採
択
団
体

第
３
期
採
択
団
体

第
２
期
採
択
団
体

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

基本

加古川こどもマジック育成会 (加古川マジックアカデミー )

ボランティアグループ “なの花”

こども工房

加古川マダン実行委員会

日本ボーイスカウト加古川第 5団

(特活 ) OneHeart

加古川おやこ劇場

まちの寺子屋ベイ

加古川市少年団指導者協議会

Heart Beat Style

加古川シティオペラ・ジュニア『チェルキオ』

（特活）わかば福祉会

（特活）子育てサポート☆きらり ing

（特活）高砂キッズ・スペース

市民をつなぐネットワークを考える会「う・ふ・ふ」

（特活）知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会

（特活）日本アニマルセラピー普及協議会

あそびとクラフトの広場

高砂ぺんぎん舎

チャレンジ・ナビ

オトノハ

TOSS 花みずき

加古川西マジッククラブ

とどけ！加古川ネット

加古川マジックアカデミー

加古川シティオペラ 加古川シティオペラ・ジュニア『チェルキオ』

オハナシノクニ

（特活）One Heart

（一社）加古川音楽療法研究所

（特活）子育てサポート☆きらり ing

加古川おやこ劇場

加古川マジックアカデミー

チャレンジナビ

あそびとクラフトの広場

まちの寺子屋ベイ

（特活）知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会

わわわの会

高砂ペンギン舎

オトノハ

東播磨ネイチャークラブ

即劇遊団あドり部

親子サークルUME

（特活）日本アニマルセラピー普及協議会

（特活）ささゆり会

(特活 )子育てサポート☆きらり ing

（一社）加古川音楽療法研究会

ボーイスカウト加古川第 5団

オハナシノクニ

（特活）One Heart

まちフェス事業部

50,000 

50,000 

70,000 

80,000 

70,000 

100,000 

100,000 

50,000 

50,000 

100,000 

250,000 

200,000 

995,800 

200,000 

155,520 

100,000 

100,000 

100,000 

100,000 

100,000 

85,710 

46,000 

80,000 

100,000 

99,600 

300,000 

521,000 

585,500 

319,600 

650,000 

300,000 

100,000 

100,000 

100,000 

70,000 

100,000 

50,000 

70,000 

78,000 

47,000 

50,000 

42,000 

225,000 

410,000 

675,000 

276,000 

200,000 

500,000 

533,000 

167,000 

9,901,730 

こどもの創造性育成事業

子育て支援、各世代の子供とご家族に、昔ことを語りつごう

こどもモノ作り体験学習　事業

第 14回なかよし加古川マダン

さあ でかけよう！（子ども・次世代の健全な成長と自立に資するための事業）

わんはーと　子ども食堂

第 273 回例会ぬいぐるみミュージカル「ピノキオ」

体験型イベント【寺子屋フェスタ】

ジュニア・リーダー育成事業

食×ことば×音楽

加古川シティオペラ・ジュニア『チェルキオ』第 8回定期公演

わかばふれ愛ホーム森の家の開設

加古川市より発信！保育士リワーク支援と託児サービスのコラボ事業

こどものまち加古川 2016

「楽つみ木」を使って子どもの健全育成を支援する

障がい児のためのアニマルセラピー

あそびとクラフトの広場

お琴を弾いてみよう！～和楽器体験を通しての日本文化理解～

「子ども体験学習倶楽部」楽器の音が響く人形劇「笑顔をいっぱいに！！」

楽器の音が響く人形劇「笑顔をいっぱいに！！」

遊びのチャンピオンになろう！コミュニティ脳トレ士ジュニア教室

幼児、小学生にマジック芸を鑑賞してもらい、知的好奇心を持たせる。

未来ある子ども達を地域で育てるプロジェクト

こどもの創造性育成事業

第 9回定期公演

かこがわ人形劇フェスティバル２０１７

わんはーと　子ども食堂

音楽療法コンサート　～ヒーリング＆アクティビティ～
加古川市より発信！潜在保育士から次世代の保育士へとつながる夢のコラボ☆高校へGO！

加古川の子ども達に文化の灯をとどけよう！

こどもの創造性育成事業

「子ども体験学習クラブ」

「体験・学びの」事業

ふるさと加古川の魅力を自ら体験・体感しよう！

障がいを持つ人たちのための演劇活動

親子で話そう♪「いのちの話」

ピアノ解体ショー！～ピアノの中を覗いちゃおう！みんなで探検！ピアノの秘密～

たくさんの笑顔と元気と元気をお届けします！

こころ豊かな子どもの育成

子育て応援、地域活性化

障がい児の為のアニマルセラピー

重度障がい児の社会参加支援事業、重度障がい児の研修事業、重度障がい児の啓発事業

潜在保育士より発信！潜在保育士のバイブル～潜在保育士と現場をつなぐ架け橋冊子～

映像と音楽が心に及ぼす影響

子どもたちの野外活動の拠点としての団野営場の整備

かこがわ人形劇フェスティバル 2018

わんはーと　子ども食堂

きらママキッズ

発展

知的障がい者に対する余暇活動及び知的障がいに対する子育て及び障害に対する理解促進の
ための啓発事業

アドリブ劇（インプロ）ワークショップで、学校生活やクラブ活動、クラスでの日常生活に
活かせる、コミュニケーションスキルアップ！

輝け加古川こども基金計
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団体名 / 事業名 助成金額

第
５
期
採
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団
体

第
４
期
採
択
団
体

第
６
期
・

　

夏
採
択
団
体

第
６
期
・
冬
採
択
団
体

輝け加古川みらい基金　（2019 ～ 2021 年度）

発展
発展
発展
発展
発展

発展
発展
発展
発展
発展

発展
発展
発展
発展
発展
発展

基本
基本
基本
基本
基本

基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本

基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本

基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本
基本 加古川マジックアカデミー

加古川野口マジッククラブ
（特活）知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会
印象工作室
チャレンジ・ナビ
高砂ぺんぎん舎
じょいふる会
親子サークルUME
東播磨ネイチャークラブ
コミュニティ食堂 よっといで～
志方 Lovers
（特活）日本アニマルセラピー普及協議会
（特活）ささゆり会
（一社）加古川音楽療法研究会
ボーイスカウト加古川第 5団
（特活）One Heart 
加古川てらこや
加古川マジックアカデミー
（特活）知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会
加古川西マジッククラブ
印象工作室
じょいふる会
ひょうご ヨーヨーOtedama の会
加古川野口マジッククラブ
東はりま囲碁クラブ
はりまCAPリバ
東播磨ネイチャークラブ
みんなのお茶の間 ゆるり家
なかよし『加古川マダン』開催実行委員会
親子サークルUME
音の宝石箱
コミュニティ食堂 よっといで～
二樹会
ぱたぱた Flap
（特活）ささゆり会
（特活）兵庫県バスケットボール・コーチ会
「寿願寺・寺子屋」事業協力会
ボーイスカウト加古川第 5団
（一社）こどものための音楽塾
加古川おやこ劇場
志方 Lovers
二樹会
(特活 )知的障がいを持つ人の余暇活動をサポートする会
じょいふる会
「寿願寺・寺子屋」事業協力会
日本中国友好協会加古川支部
はりまCAPリバ
加古川マジックアカデミー
加古川少年団ソフトボール
（一社）加古川音楽療法研究会
（特活）ささゆり会
きらきら協会
（一社）こどものための音楽塾
加古川野口マジッククラブ
ハルモニアルク
リバージェッツ
親子サークル UME

100,000 
40,000 

100,000 
40,000 

100,000 
80,000 
62,000 
93,000 
61,000 
50,000 

100,000 
100,000 
572,000 
130,000 
400,000 
500,000 
200,000 
70,000 

100,000 
50,000 
78,000 
82,000 

100,000 
100,000 
100,000 
90,000 
53,000 

100,000 
100,000 
100,000 
100,000 
30,000 
15,000 
70,000 

456,000 
73,000 

435,000 
210,000 
488,000 
100,000 
100,000 
20,000 

100,000 
85,000 

100,000 
58,000 
90,000 

180,000 
93,000 

133,000 
426,000 
490,000 
100,000 
100,000 
44,000 

100,000 
71,000 

8,118,000 
18,019,730 

こどもの創造性育成事業
マジック（手品）ショー（ボランティア）
障害を持つ人たちのための演劇活動
王さん直伝、本格水餃子！&加古川の誇り！
ものづくり体験や遊びを通して考え工夫する力を醸成することを目指す
子育て応援コンサート
運動支援くらぶ「コーディネート」
子育て応援・地域活性化
心豊かな子供の育成
コミュニティ食堂 よっといで～
行常しあわせの森フェス 2019

～映像と音楽が心に及ぼす影響②～
集まれ！未来の若者たち。
子ども食堂の発展とNPOの基盤強化へのチャレンジ事業
加古川てらこや事業
子どもの創造性育成事業
障害を持つ人たちのための演劇活動
加古川西マジッククラブ
輝け自分＆輝け加古川！
DCD支援くらぶ「コーディネート」
ヨーヨーお手玉を、けん玉に比肩する古くて新しい競技スポーツとして普及拡大を図る

マジック（手品．奇術）
かこむ囲碁教室
自分を好きになる子育て講座Ⅰ・Ⅱ
こころ豊かな子供の育成
「さんすう」って面白い！ ?遊んで学ぶ算数ワークショップ ?
第 18 回なかよし『加古川マダン』
子育て応援・地域活性化
参加型音楽療法コンサート
コミュニティ食堂 よっといで～
二樹会パワーアップ作戦
子ども×親×若者＝みんなに優しい子育てのカタチ

2020 加古川バスケットボールお手軽練習会
地域に生きる「寿願寺・寺子屋」～心豊かな子どもの育成～事業
『集まれ！未来の若者たち。』
こどものための音楽塾
加古川おやこ劇場 第 292 回例会「矢口周美＆黒坂黒太郎 うたとコカリナのコンサート」

行常しあわせの森フェス 2021
二樹会パワーアップ作成リベンジ編
障害を持つ人たちのための演劇活動
DCD 支援くらぶ「コーディネート」
「寿願寺・寺子屋」～心豊かな子どもの育成～事業
日中文化交流「書」と中国児童「絵画」展示会と講演会
「子どもの自尊心の育て方」思春期編
子どもの創造性育成事業
未来の子ども達に活躍の場所を！！
コロナ禍による感染予防対策と音楽療法の実践

着物の収集とリサイクル活動
～0歳から聴けるクラシックコンサート vol.8 ～未来の音楽家たちへ 若手音楽家からの贈り物（仮題）

文化・芸術の振興を図る
美しい未来への旅～新しい学びのビジョン－サービスラーニングによる いのちの学び（エンド・オブ・ライフ）

男子ミニバスケットボールチーム「リバージェッツ」の設立
子育て応援・地域活性化

アニマルセラピー活動参加犬のレベルアップと充実及び加古川市立加古川養護学校に於いての
アニマルセラピー活動
重度障害児の社会参加支援事業、重度障害児についての研修事業、重度障害児の啓発事業、
ピアサポート事業

重度障害児者の社会参加支援事業・重度障害児者についての研修事業、重度障害者の啓発事業・
ピアサポート事業

重度障害児者の社会参加支援事業・重度障害児者についての研修事業 , 重度障害児者の啓発事業・
ピアサポート事業

輝け加古川みらい基金計
総計
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